
A is in JAPAN!

2010.09.02

日本につきました。すべてが新鮮で、なにもかもにびっくりさせられています。この国を理解したいけれど、それってテクノロジーを？それとも文化の息吹を？すみずみまで文
明にあふれるこの国を？まだわからないけれど、1年後の今日は、また違った感想を抱くのかな。。。
日本語を学べるなんて嬉しいです。日本に来れたこともラッキーです。そ
して誕生日に38人の仲間とここにこれたこと、心から喜んでいます。
未来。がんばれ！
A IS IN JAPAN

趙 嘉昂さんの日記



軌道に乗り、しだいに佳境に入ってきた

2010.09.18

羽田空港から出発し、1時間、山形県に着いた。
　飛行機が着陸する瞬間、胸は期待でいっぱいだった。見渡す限り金色の稲田というこの場所で、1年と限られた新しい生活が
始まる。留学というのはゆっくりと慣れていく課程である。私はこの言葉の初歩的な意味を身をもって体感することになる。そしてその初歩的な体験の方法が、まさにあの憎ら
しい蚊なのであった！！首がもう痒いわ腫れるわで、本当つらかった。薬が結構効果的だったからまだ良かったけど、そうじゃなかったらと思うと本当不安だわ~~
　学校はす
ごくいい感じ。クラスメートもみんな優しいし。ただ授業がやっぱり難しくて、数学もちょうど集合のところをやっていたんだけど、まぁまだ入門だから良かったかな。そうい
えばこっちでは英語が結構重視されてるんだね。英語もっかいしっかり復習しないと！~授業も結構キツキツに組まれてるんだ。時間割の写真も一緒に上げとくね。はは
　は
は、1歩1歩慣れていって、ゆっくり進歩していこう~~

趙 嘉昂さんの日記



ちょっとした感想~~

2010.09.18

北浦和で研修を受けているときに、今現在東京大学に通ってる二期生の方に会うことが出来た。彼女は今ボランティアとして子供たちに指導してる。指導と言ってもある種の励
ましなんだけど。
　　1年という時間は、長いようで短い。きっと気持ちが落ち込んだり孤独に感じるときもあるだろう。でもそういうときに自分で自分の気持ちを調整できる
ようにならなきゃいけない。チャンスというものは誰にでも与えられるものじゃないし、誰しもがそれをしっかりと掴むことが出来るとは限らない。どうやってそれを掴むか
が、問題なのだ。私はやっぱりタイムスケジュールを組むのが比較的簡単なんじゃないかと思う。便利だし。部活動が終わって帰ってきたら、まず日本の数学の予習をする。そ
れが終わったら中国の数学。数学がなんとかなれば、あとはやりやすくなると思う。それから、日本人は英語にすごく力を入れていて、英語の授業もいくつか違う種類に分かれ
ていた。英語世界地理と英文法、英文講読、それからオーラルコミュニケーション。この4種類の授業が毎日必ず1、2時間ある。それに唯一宿題が出る授業だ。彼らの英語に対
する心意気に私も励まされた。ここではとりあえず英語をしっかり勉強し、帰ったら4級くらいは受けられるんじゃないかと思う。。。まだ分からないけど~
　　この1年は絶
対に無駄にしてはいけない。先輩たちはみな、どんな結果だろうと、1年後には一回り成長した人間になっている！~私も、成長する前提として、まず日本語試験2級をクリアし
なきゃいけないな~！がんばるぞ！
　　　ps.（ホストファミリーの家でもすごく楽しい毎日を送ってます。でもたったの1ヶ月、寂しいな。。。次もホストファミリーの家に
泊まらせてもらえるのかな？それとも宿舎かな？悩んでるing。。。）

趙 嘉昂さんの日記



エーン。。。

2010.09.29

落ち込み気味。あと1週間でこの家の人たちともお別れ。次の寄宿先もまだ決まっていないし。。。。寮は新しいけれど、住んでいる人も少ないみたい。しかも同級生はいない
んだって。。。泣きたいよ~~神様、アーメン。

趙 嘉昂さんの日記



家族について

2010.10.03

　　　　　　　家族について
今日はこのホストファミリーと一緒の最後の一日。前の毎日を思い出して、懐かしいと思っている。ここに来て、だんだん慣れていました。毎日
家族のみんなと笑ったり、自分の悩みを話したりして、毎日お世話になって、本当に楽しかった。また、先週お母ちゃんが私に「かこうちゃんを自分の娘のように、何か悩みが
あったら、私と話して，一緒に解決するね。」と話して、感動で感謝の気持ちがいっぱいだ。
離れても、私もずっとこの家族のメンーバだと信じている。ありがとう！
これは日本語で投稿されたものです

趙 嘉昂さんの日記



何から話そうかな

2010.10.11

今日はいったい何から話そうかな。世界地理のテストは97点、やったあ！~今回は間違いなくビリじゃないよね。今日は書道部に行くつもりだったけど、活動がお休みだったの
で、気を取り直して吹奏楽部に行ってきました。
なんて、high なの。
参加する前に友達と話していた時は、みんな吹奏楽部なんてつまんないよ、先生も厳しいし、毎日練習漬
けだし、なんていってたけど、みんなよくわかってないと思うよ。音楽の世界では、先生の叱咤や、練習時間の多さなんて、文句を言ってられないよね。今日は見学しただけな
のに、部員のみんなすごく歓迎してくれて、こんな部は他にないよ（運動部で、玉ひろいばっかりさせられたあの先輩のこと思い出しちゃった～！）。まず楽器を選びから。ほ
ぼ全部ためしてみたけれど、全部やってみてからも、まだありますか？なんて聞いちゃった。長いのや短いの、首にぐるっとまきつけるもの、顔を真っ赤にしながら、すごく楽
しくひととおり試してみたんだ。フレンチ・ホルンの音がなかなか出なくて、どうしよう、なんて思っていたら、ついに音が鳴って、周りからもワッて声が上がったの。ホルン
はまだ首でささえてまんまだったから、赤い跡がくっきり残っちゃって、またみんなで大笑い～そしてついに、大好きなキーボード。前にもずっとお母さんに、ピアノは一定レ
ベルまで練習しなくちゃいけないから、エレクトーンがほしいなって言ってたの。今日弾いてみて、やっぱりすごくおもしろい。キーボードはジャズで使うので、今日もみんな
とちょっとをsoloをあわせて、演奏したんだ。なかなか素敵だったよ。この部はベースもいるの（ここのベースはすごくかっこいい～）。ドラムや名前の良く知らないパーカッ
ションもあって、ラストのとき、また同じメロディーを演奏し、最後にドラムの音でしめて、私の今日の見学はおしまい。みんな親切で、おまけにお疲れさまってお菓子までも
らっちゃった。しかもすごくさっぱりした性格の女の子と仲良くなって、彼女はドラム担当で、名前は範さんっていうの。だからここに入部したら、パーカッションか、ベース
がいいかな。メタル感ばっちりだし、それにみんなの音楽に対する情熱や、この部に対する愛情がすごく気に入っちゃった。
　
これから過ごすのは、吹奏楽部だ~！

趙 嘉昂さんの日記



ワクワクすること~~いろいろ

2010.10.19

どれもワクワクすることばっかり。
その１。もちろん吹奏楽部に入部したこと。この世にできないことなんてない、まずやってみるのみ。ここには素晴らしい音楽があって、
もちろん、どの曲も弾きこなすのはたいへんで、一つ一つの問題を解きながら学んでいくように、どんな過程も大変だよね。吹奏楽部ももっとたくさん部員がいたらしいけれ
ど、途中でやめてしまった人もかなりいるんだとか。本田先生の話では、3年までのこったのはたったの5人、2年生もそんなに多くないんですって。1年生はまだたくさんいる
けれど、この先はどうなるかわからないって話で、聞いているだけでちょっとつらくなってくるよね。でも先生は最後に、君は固い決意で来てくれたからねって言ってくれた
し。
　みんな曲を演奏するために、まず譜面を暗譜して、それから大変な練習をし、コンサートでのあの忘れられない感動につながるんだよね。みんなで一緒に頑張って、演
奏をする吹奏楽ってさいこう！ずっとずっとがんばっているから、コンサートのあのステージでの感動があるんだ。ここに入って、3年間の約束を。
　ウンウン、自分の選択は
間違ってなかったよ。
その２．学園祭学園祭!もう来週に迫っている。今週必死で頑張ったら、もしかしたらみんなと一緒にステージで演奏ができるかもしれない。みんなと一
緒にsoloで演奏できるなんて最高。クラスでの衣装も自分たちでデザインできるんだ。アイディアはあるけれど、ちょっと恥ずかしくて言い出せない。私たちのクラスはポップ
コーンのお店を出すの。スーパーで買ってきたのを電子レンジで温めるだけだけど。。。でも食べるものが大事なんじゃなくて、雰囲気、雰囲気を味わうんだよね～～！それか
ら、学園祭では女装・男装コンテストもあるんだ。ある男子が、彼の女装したときの写真を見せてくれたんだ～ヘンな感じは全くなかったよ、全然アリって感じ！
その３．お
母さんが送ってくれた本が到着。もう、うれしくて。郵送伝票も大事にとっているんだ。久しぶりにお母さんの力強い筆跡をみたからね。中身は本当に本だけで、ちょっとした
プレゼントもナシ。。。手紙か何か入っているかなって期待していたのでちょっとがっかり。でもお母さんは食べ物を送ってくれたから。気持ちのための食べ物をね～おかげで
全く時間が無くなっちゃたよ～
その４、ちょっといい出会いがあったの。土曜日、学校帰りのバスで、うっかり寝過ごしちゃって、気が付いたらもうすぐ駅。慌てて降りて、
周りをみたら降りるバス停を間違えたって気づいたの。全く知らないところで、自分のバカって、頭をポカポカなぐりたくなっちゃった～きょろきょろしていたら、呼び止めて
くれた人がいて、制服ですぐに羽黒高のひとだってわかったって。でも自分が下りるバス停を間違えたって言えなくて、スーパーはどこかなって聞いちゃった（本当に行きたか
ったんだけどね。果物が買いたくて～）。そうしたら、この親切な高３の先輩は、おばあちゃんの車がこの先にとまっているから、一緒に行こうって言ってくれたんだ。彼女も
ちょうどスーパーに行くところだったからって。きょとんとしていたら、すぐに車に乗せられて、一緒にスーパーに行くことに。車の中でいろいろなことを話して、3年の進学
クラスにいるとか、中国にも興味を持っているとか、すごく好い人だった～しかも寮まで送ってもらっちゃった。こんなふうに出会えるなんて、すごい奇遇だよね！
その５．
またまた吹奏楽部のこと。吹奏楽部を中国語クラスに仕立て上げたよ。名簿のみんなの名前を中国語で読んであげてるんだ。先生の名前もね。ハハ～毎日みんなで一緒「郁子、
佑子、満有子、菜摘。。。」って読み上げてるの。おもしろいよ～中国語で自分の名前を読むのって～～
　もう興奮することばっかり。ハハ。頑張るぞ～～

趙 嘉昂さんの日記



感念

2010.10.26

学園祭---想うこと
　これを書いているのは、もう学園祭が終わって４時間が過ぎたころ。帰りの電車の中でもずっと思い返していた。この二日間のすべてのこと、いろいろ参
加し、楽しかったこと、残念だったこと、感動的だったこと…これが私の参加した最初で最後の学園祭。
吹奏楽部に入部したのは学園祭間近で、自分でも演奏できるか自信が
なかったけど、顧問の先生が参加させてくれました。仲間と思ってくれていることがうれしくて、難しいことはもちろんできないけれど、みんなとステージにあがれてhighでし
た。先生も応援してくれて、反省会ではみんなでお疲れさまって言い合って、とても爽快でした。
　诗蓄里先輩が歌うハナミズキに耳を傾けていたら、なんだかすごく感動し
て、まだ映画は見ていないのなんだか情景が目の前に見えるようでした。诗蓄里先輩も歌い終わると眼のふちが紅くなっていました。きっと吹奏楽部との最後のsoloだったから
かな。だからこの歌をみんなで最後に仕上げるときはちょっとつらくて。。。
　今日、何よりうれしかったのは、千尋のお父さんお母さんが学校に来てくれたことです。保温
容器に入った２皿の餃子を持ってきてくれました。今日は休みなので、学園祭をみに来てくれたとのこと、餃子も早く食べてみてねって言ってくれました。もう涙が出ちゃいま
した。餃子を食べたらすぐにリハーサル。ステージから千尋のお母さんが写真を撮ってくれているのが見え、そちらに顔を向け、『ありがとうございます~！』と思いっきり笑
顔を返しました。
前半の閉幕式で、賞の授与があり、私たちのクラスは残念ながら１位が取れませんでした。でも私たちはがっかりなんてしません。国際クラスは人も少ない
ので、手作りをして販売できただけでも満足です。三年生は来年の３月に卒業です。三年生が全員でステージに上がり手を振りながら湘南乃風の応援歌を歌うのに、感動してし
まいました。３年生にとってこれが最後の学園祭、歌詞のstand up stand up~というところでみんな一緒に立ち上がり、歌の最後ではみんな数十秒、閉幕式はこうして終わり
ました。
　残念だったのは、部活が忙しかったので、あまりクラスの手伝いができなかったこと。しかも食べてばっかりで、クラスのポップコーンにあまり協力できなくて、
みんなともあまり一緒にいられませんでした。初日には看板を作ったり、ポップコーンはいかがですかと、声を張り上げりも。売店を片付けているとき、みんな満足感に浸って
いました。コンロがなかなかつかなくて大変だったこと、先輩たちにたかられたこと、ポップコーンが出来上がるたびに嬉しかったこと、お向かいのクラスに負けて悔しかった
こと。。。みんなＩ組の思い出です。とてもすばらしくて、充実していました。
　全ての活動のことを思い返すと、みんなの積極性と、日本の学生の協調性の素晴らしさ、自
立性を痛感させられます。日本の学生もはじめから料理ができたわけではありません。でもこのような活動を通じて、手さぐりしながら、コストを考えたり、お店の準備をした
り、飾り付け、様々な問題をクラスみんなで解決していくのです。ここで必要なのは小さなころから学んできた団結力と決断能力、困難を克服していく勇気です。準備をしてい
る最中、ケンカをしているような場面を見たことは全くありませんでした。お互い励まし合い、協力し、だから彼らの小学生から始まる部活動は、精神を鍛えられるんだと、自
信を持っていうことができます。これは学ばなくてはいけないことですね。
　それに先生方の援助のリソース、物質的リソース、など学校のハード方面に関しても重要です。
例えば売店の準備に関して、まず試食の段階でも、家庭科室に行けばいくつものコンロ、まな板、シンク、そして大きなキッチンがあり、ここで料理の試作ができます。そし
て、店の内装に関しても、パネルはみんな学校が貸し出してくれました。小さなテープから舞台の骨組みに至るまで、すべて必要なものを学校が提供してくれます。これは中国
ではないことです。その理由の一つは中国は人口が多いこと。この点は私たちも否定できません。それに学校側の活動に対する積極性が低いこと。中国で学生が歌や踊りの活動
をしようとすれば、許可が下りるのは昔ながらの合唱コンクールばかり。これってちょっと。。。ここでの学園祭を支えているものは、社会の教育に対する情熱、部活動に対す
る理解、みんなの生き生きとした活動からもわかることです。
とにかく、学園祭は大成功でした！～私の寮生活も延長されるっていわれてしまったけれど（フウ。。。でもい
いか。お昼に他の人が持ってくるお弁当をみると、うらやましくなっちゃうけど、自分で超高級弁当買っちゃうもんね。。。~！）１２月には２級のテストもあるし、頑張る
ぞ！！
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山形遠征

2010.11.04

山形遠征
10月最後の2日間、吹奏楽部のみんなと山形市に行ってきました。さすが山形市、私たちの村とは全然違う～！
　今回の遠征の目的は、著名な音楽家の須川展也先生
のサックスコンサートに行くことです。初日は羽黒高校の生徒もステージに上がり演奏をし、須川先生の指導を受けました。先生の指導のポイントは当を得て、話し方もゆった
りとし、サックスに関しての指導が多かったけれど、演奏するというのはその一部分で、ハーモニーの中にさらに学ぶことがたくさんあるとおっしゃっていました。演奏が始ま
ると自分の世界に入って、すごくおもしろかったな～
　夜は楽器店へ。初めてトランペットやホルンの修理を見学しました。。。すごくたいへんそう。。。それに楽器のお風
呂も見ましたよ～アハハ、おもしろいな。楽器にもシャンプーやリンスがあるなんて～なにより、my stickを手に入れました！これは私のものワハハ～がんばるぞ。手にマメが
できたって気にしない、痕が残らなければガンガン練習するぞ～！！
　二日目は自由行動。みんなと街に遊びに出ました。たくさん萌えグッズを買って。。。お昼は中華を食
べるつもりだったけど、高かったので、みんなの財布事情を考えてラーメン屋さんへ。でもおいしかったな。午後はそのままコンサートへ。須川先生のサックスとピアノ奏者に
よる素晴らしい音楽の世界でした。素晴らしい演奏で、音の緩急や情感にあふれ、しかも日本民謡の演奏中、突然耳慣れた中国のメロディが聞こえ、感動が抑えられませんでし
た。
　遠征中のエピソード
1.　二日目、みんなが順番に車に乗り込むとき、みんな「よろしくお願いします」って挨拶を。みんなが乗り込むのを待っているとき、先生が
「今、みんなと今日は初めてあったのに、どうしておはようございますの挨拶がないのかな。よろしくお願いしますとの挨拶はあったけれど、ちょっと失礼じゃないかな」とお
っしゃいました。そこでみんなもう一度車から降りて、「おはようございます。よろしくおねがいします」と言いながら車に乗っていきました。なんていうか。。。たしかに朝
の挨拶だけど。。。先生よろしくお願いしますだけじゃなくて、きちんとおはようございますまで言うなんて。。。日本人の礼儀に関する厳しさには屈服しちゃう。。。
2.夜
帰ってきたときは、もうだいぶ遅い時間で外も真っ暗。 眠くなってきたので髪をほどいて寝ようかな、としたら、車の隣の席に座っていた人が、先生が今、運転をしている
よ。先生も疲れていらっしゃるんだから、生徒は寝ちゃだめだよって。。。またびっくり。中国ではこんなことないのに～～ウン、寝ないぞ。単語でも覚えてよっと。。。
3.
プレゼント付きクイズです。サックスは、はじめどの国で作られたのでしょうか?一番最初に正解を出した人には１年後、この日記でアニメの萌えグッズをプレゼント～！
ハ
ハ、みんながんばってね～！

趙 嘉昂さんの日記



Disney~！

2010.11.27

慌しく、東京にて
　埼玉県に着いたときは、もう午前3時を回っていた。道中ホストファミリーのお母さんはあんまり寝ていなかったようで、ずっとお父さんと話をしたり音楽
を聞いたりしてた（かげからも色々とお父さんのサポートをしてたんだよ~）。私はというと、ちょっと軽く目を閉じたりはしていたけど、完全に寝ちゃうことはなかったな。
でも隣にいた泰チャンはとっくに深い夢の世界に旅立っちゃってた。
“よし、東京だ”そう言ってお父さんが私たちを起こしてくれた。東京も同じくそのとき目が覚めたばかり
のようで、チカチカと光るネオン灯がまだついたままだった。見渡す限りあちこちにそびえたつ高いビル。私たちは遠くの高速道路を走っていたから、あの巨大なコンクリート
モンスターを見ても、そんなに怖くは感じなかったんだけど、東京みたいに生活のスピードが早い都市ではこれはどれだけのプレッシャーになるんだろう？~~やっぱり、うち
の村が一番いいな！
　ディズニーランドに行くことが、今回の旅行の唯一の目的。ディズニーランドはやはり老若男女問わずみんなに人気があり全ての人の夢が詰まっている
ところだった。園内に一歩踏み出した瞬間、童話の中の息吹きを全身に感じた。それは全く偽りがなく、本当に自分が童話の中に入り込んでしまったかのよう。それにラッキー
だったのが、入ってすぐにプーさんとプルートに会えたこと~ただ残念なことに写真は撮らせてもらえなかった。。。
遊園地編
1.	ディズニーのシンボルでもあるシンデレラ城
がすごく好き。なんだか香港のよりも大きくて、綺麗な気がした。親切なディズニーのボランティアさんに写真を撮ってもらって、それから自腹を切って記念撮影もしたよ。で
もお金を払っただけのことはあったな。専門のカメラマンのおじさんにお願いして、ただそこに突っ立ってるだけじゃつまらないから、良いショットを捕まえて撮ってもらった
の。ちょうど私が両脚を浮かせてジャンプしてるときにシャッターが下りたんだけど、出来上がりが最高に良かったよ~~
2.	観賞系のアトラクションの中では“イッツ・ア・ス
モールワールド ”が一番好きだな。世界各国の文化や衣装を、小さな人形や壁の上に凝縮させてて、室内なのにまるで全世界を回る遊覧船に乗ったよう。もちろん中国のお人形
さんも見つけたよ。室内だけじゃなく、外装もすごく綺麗で、特に夜になるとイッツ・ア・スモールワールドの建物が一斉にライトアップされて、もうめちゃくちゃ綺麗だった
~！
3.	行ったのがディズニーランドだったから、臨海公園みたいなものはなかった。だからあんま刺激の強いアトラクションは多くなかったんだけど、中で唯一まぁまぁ刺激
的で、それなりに面白く大衆向けだなぁと感じたのが、スプラッシュマウンテン。でもね、同じく観賞系の要素が含まれているアトラクションだから、坂を上っていく途中にも
両側は可愛いキャラクターに囲まれてたのね。それで自分がまだ周りに気を取られてるときに、突然、ボートが下に落ちていっちゃって。おかげで顔にガッツリ水がかかっちゃ
ったよ~
ハラペコ編
1.	ついに夢にまで見たmikeを食べれたよ！来る前からテレビで一つ目で緑色のモンスターのお菓子が売ってるって聞いてたんだ。ちょっと文字に起こすと
気持ち悪い感じもするんだけど、実際食べてみて結構美味しかったよ。たった一つの目しかないそのキャラクターは、モンスターズ・インクの中で一番有名なんだよ~
2.	おば
さんの話では、ディズニーには有名なスモークチキンっていうのがあって、めちゃくちゃ美味しいらしい。まぁ一番重要なのがそれがかなり腹持ちのいい食べ物らしく。。。1
個食べれば午後の間ずっとお腹が減ることはないんだって~でもあの列の長さを目の前にしたら、この文型を思い出さずにはいられないな。~なわけにはいきません～（気持ち
はあるけど勇気がない~~）
3.	形だけって感じでとりあえずちょっとだけお菓子を買って帰った（というのもお菓子には賞味期限があるし、中国に帰るまで持つ気がしなかっ
たの。それに食べ物って結局はその時食べたいから買うものだし。。。）味はなかなか良かった。ただお金が。。。お金がぁ~
感動編
　連れて行ってくれたお父さんお母さん
には本当に感謝してる。クラスの友達に東京に行ったって言ったら、何で行ったの？って聞くから、車だよって答えたら、みんなすっごいビックリしてた。まぁそうだよね。こ
こから車で行くには8時間もかかるんだもん。ホストファミリーのお父さんはあの2日間、大変だっただろうに往復16時間も運転してたことになるんだよね。私を東京に遊びに
連れて行ってくれるためだけに。東京に着いたとき、お父さんは、「嘉昂、まさか東京に来れるなんて思ってなかっただろう」と顔に満面の笑みを浮かべて言ってくれた。私は
強く頷いた。本当に、感動したよ。ここで出会った、嘉昂に良くしてくれる人はみな、きっとなにかの縁なんだろうなと心の中で思った。どうであっても、私は永遠に忘れない
よ~~
ここに書ききれないこともたくさんたくさん。。。東京への旅は、2日のうちに慌しく終わったけど、全然短い感じはしなかった。だって記憶の袋はもう、とっくにまん
ぱんになっているんだから。

趙 嘉昂さんの日記



ご心配おかけしました

2010.12.11

みなさん心配してくれてありがとうございます
完全に自分の不注意でした
みんな私の状況について質問してくれていたので
ちょっと軽く「転倒」事件について、その原因と経
緯、それから結果について書いていこうと思います（珍しく楽観的に~~）
月曜日のお昼のこと。いつも通り、昼休みに吹奏楽部の集まりがあったんだけど、前に先生が、時間
を節約するため、走って来るよう言っていたのね=。。。で、運悪くその日はすごい雨が降っていて、しかも私は傘を持っていなかったから、慌てて泰チャンの傘を借りて飛び
出したんです。
人間誰しもああいう、脚が脳みその言うことを聞いてくれないときがあるものなんだね。他の人がそそくさと部室に向かっていくのが見えて、自分も急がなき
ゃと思ったものの、どうしても脚がついて来てくれなくて。しかもそこのコンクリートにちょうどくぼみみたいなものが出来ていて、まぁそんな感じで。。。コケちゃったんだ
よね~~楽譜とかはもう完全に地面にばら撒いちゃって、持っていたおにぎりが崩れなかったのが不幸中の幸いって感じ（そのあとムカつく体育教師の検査が終わってから、そ
のおにぎりが私の唯一の救いだったからね~）。ストッキングも破れちゃったんだけど、うちの外国語の先生が私をからかって、「嘉のストッキングは個性的だね~~」なんて
言ってきてさ。まぁ破れて何本も伝線してたから、その通りかもしれないけど。。。結構パンクだったなぁ= =~
その後の後には、私はもう立ち上がれなくなってた。見ると膝
のところが腫れてきちゃってて、まさか骨折したんじゃないだろうなともはや心の中で膝の無事を祈るばかり。膝が痛くてまだ立ち上がれなかったときに、運よく優しい部長が
前を通りかかってくれて、保健室まで連れて行ってくれた。そこで親愛なる体育教師兼養護教諭でもある先生が私に痛くないか聞いてくれたんだけど、私が苦しそうに頭を振っ
たのが見えなかったのか、それとも何も言わなかったのを間違って解釈してしまったのか、いきなり私の膝から下を前へ後ろへ揺らしてきたの。転んだときですら泣かなかった
私だけど、その先生が脚を動かしたときには、さすがに我慢できず涙が溢れてきちゃったよ~内側が痛いだけじゃなく、外もかなりひどい状態で、両膝とも怪我しちゃってまし
た。特に左脚がひどくて、膝全体がもう血まみれでした。多分転んだのがコンクリートの上だったのが原因だと思うんだけど、小さい石とかがたくさんあったから、それが刺さ
って痛くなっちゃったんだろうな。先生が言うにはやっぱり念のため医者で一回しっかり見てもらったほうが良いってことだったので、放課後になるまで待って、外国語の先生
に病院まで連れて行ってもらった。そこでレントゲンを撮って、傷口を処理してもらって。で、お医者さんが言うには、左膝は怪我は確かにひどいけど、そんなに大きな問題は
ないとのこと。ただ右膝が若干よろしくないそうで、ちょっと、私もそのあと彼がなんて言ってたかちゃんと聞き取れなかったんだけど（付き添ってくれた先生はもっと分から
なかったみたい、私のが聞き取れてたよ~）、どうやら軟部組織が負傷してしまったようで、お医者さんが膝を動かすたびにポキッポキッという音がしてた。しかもしばらくの
間曲げたり伸ばしたりすることが困難らしく、膝の骨もちょっとだけ影響を受けちゃってるみたい。まぁ歩けないくらい骨折してしまったわけではないみたいだけど、とりあえ
ずこれから1ヶ月は、松葉杖を使って歩かなきゃいけないみたいです。
皮肉なのが、転ぶ前日に、お父さんが電話でいつでも安全には気をつけるよう私に釘を刺したばっかりだ
ということ。そのとき私はちょうど日本語を書いてて、あんまりよく聞いてなかったんだよね。本当に、どんなことにでも前触れはあるっていうのは、迷信じゃないね。ほんの
小さなミスで何がおきるか分からないもん。。。まぁとにかく今回はこれを教訓として、これからは安全に気をつけようと思います。みなさんどうか心配しないでください。ま
だ痛いけど、大丈夫、堪えられます。毎晩傷口からガーゼを剥がすくらい、な。。。なんてこと。。ないんだからね。。。（語尾が小さくなってますよ）
これからは気をつけ
ますよ~！
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誰が成績なんてのは虚構だって？

2010.12.18

誰が成績なんてのは虚構だって言ったんだい/
日本に来て3ヶ月。国語はもちろんどうしようもないけど。。。でもその他の成績は、それなりに満足のいく結果かなって思う。
　
次々とテストも返されてきた。ちょっと書き上げてみると
英語1　93
英語oc　95
世界地理88
マルチメディア85
数学84（点数がこんなに低いのは25-6=18みたいなケアレス
ミスをしたから。。。）
歴史91
　実を言うと歴史の結果が個人的にはめちゃくちゃ嬉しかったんだよね。こっちでは中国よりも内容を詳しく教えてくれて、例えばペルシャ戦
争は何回海戦を行ったかというところまで話してくれる==、でも前にちょっと勉強したことがあるっていうのもあるし、それにやっぱり歴史が一番面白いなって思えるんだよ
ね。辞書を引きながら授業を聞くって言うのは本当にめちゃくちゃ大変だったけど~~だからこそテストが返されて、カッコイイ小泉先生によく頑張ったねって褒めてもらえた
ときは、そりゃあもう~~~~あはは。だが革命未だならず、同志たちよ引き続き努力すべし！
　英語と地理はどちらも華麗なる1位だった。でも数学が下がっちゃったな。1位
を保持できなかった。多分ちょっと気を抜きすぎちゃったからだと思う。。。数学の時間に日本語やって、国語の時間に数学をやってたから。。。
　個人的にいっちばんびっ
くりしたのが、昨日配られた9月と10月の模試の結果。あれって判定が出るでしょ。それでランキングとかも出されるでしょ。それから学校から全県から全国までのああいうラ
ンキング的なものもあるでしょ。あれを見て自分でも自分の目を疑っちゃったよ。9月の模試で、英語と数学が全校1位、英語がなんと信じられないことに県内で第10位、そし
て全国では第315位だったの~~数学は全国第500位くらいだった~~~すごいよねぇ。受験者もすごく多かったんだよ。県内では全部で1万人くらい受けてたみたい。その気さ
えあれば、なんだって出来る。まぁあれだ、ちょっと興奮し過ぎて、何を言ってるのか自分でもなにがなにやら~~
　　そんなこんなでもうすぐ冬休み。頑張らないと。出来れ
ば色んなところを周って、色んなところに行ってみたい。雪も降ったし、他のところにいる女子のみんなしっかし防寒するんだよ~！
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2011年へ手を振る

2011.01.01

すぐ近くの2011年に手を振ってみる。
この一年、
この一年？
この一年…
2010年はたくさんの事が起こった。想像できる範囲内であれば、出来ない事は何もない。それがこ
の一年で学んだことだ。そんなバラエティに富んだ一年のまとめを、ここ日本で書きとめておこうと思う。
{beginning}
私の努力の始まり。高校受験の為に、高校での最後の
最後の夢の為に、ごく普通の中学生が合格ラインに到達するための努力が、こうして始まった。
私は毎日毎日努力を重ね、最高のコンディションで試験に臨んだ。今振り返っ
てみると、デスクライトの下で過ごした一つ一つの夜が、どれだけ大変だったことか。若い私にとって、それは長い長い道のりだった。
{performing}
なぜパフォーマンスと
呼ぶのか、それは心の中の舞台の大きさにそれが比例するからだ。パフォーマンスの良し悪しは、それまでの稽古が順調であったかどうかで決まる。三月から五月までの間、私
達はたくさんの時間を使って三年間共に過ごした友情を噛み締めた。空になった心に私たちの感情を押し込んで、中学の一つ一つの思い出を整理し、折り紙のように綺麗に折り
たたんで心の中にしまった。努力はしてみても、どこか淡淡としている。でも五月に入ると、その日がすぐそこまで迫っていることを嫌でも思い知らされた。
六月、日本へ行
く試験があることを知った。実のところ、ほとんど何も考えていなかった。そう、お昼にはもう応募していた。母も私も、思い切りがいい人間だ。決めたからにはと、もうひと
つの道の為に努力を始めた。それでも神様はまだ遊び足りないようで、私にもう一つ試練を与えた。北京での面接の次の日が高校受験当日だったのだ。私はそんなことお構いな
しと、すぐさまどちらもやり切る決意をした。こうして、私のパフォーマンスが始まった。
6月20日。面接室に入り、一通り質問に答え、部屋を出た。6月21日。試験会場に入
り、一通り問題を解き、そして名残惜しく自らの中学校生活に別れを告げた。これ以後の時間はただただ結果を待つばかりの日々だった。そして高校生活の始まりと、一年間の
日本での生活という、二つの喜びのニュースが舞い込んできた。
この中で、私は中国人の誇りと、中国女性の姿勢、そして全てを投げ打ち、全てを手に入れた自分を演じるこ
とができた。独立した、自信にあふれた、活発な自分を演じ切った。自分自身にA評価をあげたい。笑。
{ending}
そして今日、2010年が終わった。私は大股で2011年の第一
歩を踏み出す。2011年はしっかりと自分を磨き、悔いを残さないように、残りの7カ月を有意義に過ごそう。
「自分の人生は自分で守る。ここに来て見て征服して、それは俺
様の姿である。かこう、頑張って！（原文ママ）」
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悪夢のような1945年の傷跡を

2011.02.08

1945年の傷跡を、あの一瞬で悪夢に襲われたような
平和記念館に入るとき、自分の立場にちょっととまどってしまった。私はこのような残虐な行為に憤る立場ではないけれ
ど、また、だからといって、原爆記念館に来た理由を軽んずる気持もない。歴史にたいする悲哀を感じ、つらい記憶への恐怖を抱きつつ、時計の元まですすむ。1945.8.6.の日
本の恐怖、日本の無力をこの目で確かめるために。
このような戦争記念館に来るのはこれが2度目。最初はオーストラリアで、ここと同じく第二次世界戦争中の遺物を展示して
いた。生と死の恐怖、絶望的な人々、崩壊した建物、また自民族の悲劇を語っていた。しかしここには全く歴史に対する苦痛を訴えている感がない。むしろ、ここにあるのはな
にかゾッとさせられるような、見る勇気があるのならば全てをさらけ出そうという雰囲気だ。解説員の言葉を一言も漏らさず聞いていると、こちらの気持ちにも複雑なものが。
聞きながら、なにか間違ったことは言っていないか、間違った立場でものを言っていないかずっとさがしていたが、それは自分の誤りだった。解説員は公正な観点で侵略や戦争
について語り、原爆という、この恐るべきものに関してもそのように語った。
　目にして泣きそうになってしまったのは子供用の自転車をみたときだ。私が一番心が痛むこと
は、罪もない子供の命が不幸にあってしまうこと。戦争に対して何の責もない希望が「原爆投下時、その子はたった3歳でした。家の門の石段近くで自転車に乗り、笑顔で口元
がほころびかける前にすでに枯れ木のようになってしまったのです」枯れ木ではなくて、人が死んでしまった！原爆の目もくらむような閃光が一瞬にして子供の命を。もう見る
に忍びなかったけれど、次に見たのは写真と子供の服、小さなお弁当箱、女の子のスカート。戦争は彼らに対して不公平だ。生まれたばかりの命、そしてその命を終わらせる悪
魔のようにすべてを飲み込む恐ろしさ、まるで悪夢のように。
　歴史はこんなに残酷なものなのか。
　戦争はずっと人々に苦しみをあたえ続け、折鶴の少女佐々木さんは、戦
後十数年たってから被爆の後遺症で発病した。そして夏の花が咲くころにこの世を去った。広島には同じような苦しみを抱えた人がたくさんいる。彼らは死を恐れないが、一番
彼らを苦しめるものはその生だ。何年何十年後に不治の病がわが身を襲うかもしれない、しかも自分たちだけの問題ではなく、その子や子孫たちにまで影響を与えてしまうの
だ。広島には永遠に忘れられることのない呼び名が与えられてしまった。今日にいたるまで、あまりにも多くの人々が、ある日突然体の不調を訴え、不治の病をかかえてしまう
のだ。しかし心の中ではわかっている。あの時のあの場所での誤りを現代の希望と協調とで償っている。
　ロビーには、署名簿がおかれていた。私の前に署名していたのはイ
ラク人。その署名を見ながら、この署名をした人はこの戦争の悲惨さを見て自分の故郷のことを思い出しているのだろうか、そしてこの憎しみに満ちた世界にいきどおりを感じ
ているのだろうかと考えた。多極化は世界に平和をもたらさなかった。第二次世界大戦後、世界は荒廃し、しかし大国はもう戦争での疲耗を恐れ、世界を二分し、このような残
忍な専制制度と世界陣営の区画を行った。テロリズムや、自爆テロ、海賊も横行し。。。いつも世界はこれらに脅かされている。希望を打ち砕かれ、世界が存続する少しの希望
まで消滅させる。
　大好きな一枚の写真
夢うつつののような世界にある遺跡。ずっとそこにあり、警告を発し、痛みを表している。一つの時代の終わりを表し、世界平和のを
祈念している。人々の傷が癒えることを願い、人々が一日も早く戦争の軛から解き放たれることを願っている。私は幸せだ。もしかしたらみんなには笑われてしまうかもしれな
いけれど。新年の願いはいっぱいあるけれど、一つだけ心の中で言ってみる。
新年、世界が平和でありますように。
　原爆記念館を一歩出ると、外はぬけるような青空。

趙 嘉昂さんの日記
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